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１．教員紹介・主な研究分野	
 

・	
 「特別支援学校における特定行為に関する調査研究」 
社会福祉士および介護福祉法の一部改正に伴い、喀痰吸引等の医療的ケアを特別支援学校教

員も制度上実施することができるようになることをうけ、特別支援学校における特定行為に関

する調査を行っています。特別支援学校において医療的ケアを必要とする児童生徒が、一人一

人に必要なケアを受けながら教育をうけることについて研究を深めていきたいと思っていま

す。 
 

２．研究業績	
 

①最近の著書・論文	
 

・	
 精神科長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の検討―因子分析と信頼性の検証：松枝美

智子、坂田志保路、安永薫梨、浅井初、梶原由紀子、北川明、中野榮子、安酸史子、安田妙子、

政時和美、松井聡子．福岡県立大学看護学部紀要 2010，査読あり，2011年 12月号． 
・	
 不登校児童生徒の状況と対応に苦慮する点に関する調査研究―家庭支援へ向けての考察：原田

直樹、梶原由紀子、吉川美桜、樋口善之、江上千代美、四戸智昭、杉野浩幸、松浦賢長．福岡

県立大学看護学部紀要 2010，査読あり，2010年 12月号． 
・	
 学校の児童生徒への大学生がボランティアによる支援のニーズに関する研究：原田直樹、吉川

美桜、梶原由紀子、樋口善之、江上千代美、四戸智昭、杉野浩幸、松浦賢長．福岡県立大学看

護学部紀要 2010，査読あり，2010年 12月号． 
・	
 学校保健における連携の実態に関する調査研究～不登校支援に関する学校内協働の視点から

～：原田直樹、吉川美桜、梶原由紀子、樋口善之、江上千代美、四戸智昭、杉野浩幸、松浦賢

長、山縣然太郎．厚生労働科学研究（子どもの家庭総合研究事業）健やか親子２１を推進する

ための母子保健情報の利活用に関する研究	
 平成 21年度総括・分担研究報告書，査読無，68
－75，2010．  
 

５．所属学会	
 

日本看護研究学会、日本看護科学学会、日本思春期学会、日本学校保健学会、日本精神保健看

護学会、日本母性衛生学会、九州思春期研究会、九州学校保健学会． 
 
６．担当授業科目（補助）	
 

養護慨説・2単位・2年・後期、保健統計学・2単位・2年・後期、ヘルスプロモーション論・
2単位・2年・後期，教育方法論・2単位・2年・後期、性を考える・2単位・看護 4年／人社
3年・前期、養護実習事前事後指導・1単位・4年・前期、学校保健・１単位・4年・前期、養
護実習・4 単位・4 年・前期、専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期、公衆衛生学・１単位・4
年・後期、卒業研究・2単位・4年・後期 
 

７．社会貢献活動	
 

・	
 第 30回	
 日本思春期学会総会・学術集会、事務局 
・	
 九州思春期研究会ポストコングレス、幹事 
・	
 日本赤十字看護学会学術集会、実行委員 
９．附属研究所の活動等	
 

・	
 ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・	
 不登校・ひきこもりサポートセンタースクールナース 
・	
 不登校・ひきこもりサポートセンター主催	
 どろんこドッヂボール大会（2011年 6月 5日） 
・	
 不登校・ひきこもりサポートセンター主催	
 公開講座（2011年 10月 4日、11月 1日） 
・	
 不登校・ひきこもりサポートセンター主催	
 不登校・ひきこもりシンポジウム（2011年 3月） 


